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1.はじめに

直流き電回路において危車線等の短絡・地絡甜章り墳i生した場合，

恋腕器刀洲乍によって速やかに勅造竜流を遮断する必要がある。直

流き咽蔀洛の保護には直流高速度恋椀器（以下， 64Fとする）本体

て過電流を検出して遼折する選択特性と電流増加変化分 (AI）を検

知し，その△Iが一定値以上となったときに動｛乍する△1形瑯鉛劉尺

継竜器 (60F)が用いられている(l)0 最近，変竜所直近故障や過負

荷て動作する64Fが，整定値に満たない負荷恋流で動作し，不必要

なき咽或泉q亭電を引き起こす事象が発生したので， 64Fの選択特

性の構造と負荷電流の観知も検討を行った。その結果，負荷が競

合した際，整定値に満たない負荷竜流によっても64Fが動作して自

動る場合が考えられることが分かったので報告する。

2・不
64Fの不要動作が発生した際の当該き咽到泉の竜痴即杉を図1に

示す。図1は変祖所に設備している計測装置のデータをグラフ化し

たものであるため，データ長に限りがあり，電流値のステップにつ

いても多少荒いが，当該き咽或象における 64Fの整定値が6500A

であるにもかかわらず6100A程度の定廂的な電流i埠勺300Aの呵関

的な変化が加わって遮断動作に至っていることが分かる。
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3. 54Fの選択特性の検討

54F（咽渕紐式の曲罪各i埠秀導分路と引き外しコイルの2分

路で構成され，故障竜流のように突進率の大きな竜流が流れた場合，

その殆どの電流を引き外しコイルに流して即1寺に電流む阻祈する機

能を有している。54Fを含んだ直流き咽耳格を等価的に表現すると

図2のように示すことができる②。故障竜流のような突進電流は，

図2においてスイッチSを投入した場合を考えれば良いので，以下

双1)~(3)式が成立する。誘導分路および引き外しコイルの抵抗値，

インダクタンス値はメーカによって異なるが，抵抗比 (r ha/1a 
やインダクタンス比 ElU✓心は概ね同一であり ， £r=2, n= 

4と考えられている。そこでこれらを(1)---(3)式に代入し，過渡状態

(t=O),定常状態(t=oo)として解くと，図3に示すように，故

障の再力行冠流の様な突進電流であれば，5心を流れる

竜流の80％が引き外しコイルを流れ，また，負荷ベース電流の様な

定常竜流の場合は 33％の竜流が引き外しコイルを流れることにな

る。
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一般に54Fの整定値の約 1/3の電流が引き外しコイルに流れると

自動遮断する（選択特囲ので，例えば， 6000A整定であれば， 54F

に2500A吐恕節饂（電旅渡伯が流れた場合，図3⑰拮果から引

き外しコイルに2000Aの電流が流れ，自動淘折することになり，ま

た，ベース負荷として 3000Aの電流が 54Fに流れている状態に

1250Aの再力行電流（電流変化）が重畳した場合でも，図3の計算

から引き外しコイルに 2000Aの電流が流れることになるので自動

遮掬げることが分かる。つまり，定常的なベース負荷に再力行電流

が重畳すると，場合によっては54Fの整定値以下でも自動西析する

可能性があると考えられる。
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図3 54Fにおける分路電流の比率

4.所内試験による確認

定常的な負荷に再力行電流が重畳した場合， 54Fの整定値以下で

も自動四祈することを確認するため，低圧大電流誤駿装置を用いて

54Fに実電流を流し，図4に予打策に投入器によって抵抗の並列数

を変化させ，突進電流を重畳させる主回路を構成して所内試駿を実

投入暮

施しt~そ⑰拮果例を図6 に示す。図 6は 54F O)!整定値を 6000A

に整定し， 4200Aの定常負荷に750Aの電流変化を重畳させた試験

結果であるが，自動遮新していることが分かる。

6000 

5000 

4000 

< 3000 
面
" 2000 

1000 

図5所＾

-1000 

34.20 34.21 

二」
34.21 34.22 3422 34.23 34.23 3424 3424 34.25 

時間(S)

図6 試験結果例

5.まとめ

54Fが，整定値に満たない負荷電流で動作し，不必要なき咽回線

の停電を引き起こす事象について検討を行っ芯その結果定常的

なベース負荷に再力行電流の様な電流変化が重毘すると，場合によ

っては 54Fの整定｛即以下でも自動遮断する可能性があることを

54Fの引き外しコイルに流れる電流の検討と所内試験によって確認

しに影丘，胴両の曲琵）漣む， WVF車⑰酎月の占める割合が従

来涸庫に比べて増加しており， WVF車の力行特性から負

荷が重畳するタイミングが増加する傾向にある。今回の事象は検

討結果から，負荷競合によるベース負荷電流が増加し，その上に再

カ行電流が重畳することによって発生したものと考えられるので，

今後， 54Fの整定値を整定する場合は現地で負荷電流波形を測定

し，引き外しコイルに流れる電流を考慮して算出する必要がある。
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図4 所内試験回路

-166-




